
⽊曽川北派川における
新たな落差対策施設の研究

きた は せん

「モノづくり」
サイクル型自然共生川づくり

●自然共生川づくり（工法）につい
て、その知見を他の現場に反映

「人づくり」
岐阜県自然工法管理士認定制度
●自然共生や環境保全に係る意識や知

識、技術の向上を図り、これを推進
する人材を育成し、知事が認定する
制度

●2,739人認定（H30年3月末現在）

「現場での実践」
「清流の国ぎふ」の川づくりの
推進
●河川事業を進める際には、全ての事

業箇所において、自然と共生した川
づくりを進めます。

自然の水辺復活プロジェクト

●地元建設業者
●建設コンサルタント
●製品メーカー
●学識経験者
●住
●⾏ 政

◇
て進める「⾃然の⽔辺復活プロジェクト」により、 「清流の国ぎふ」の川づくりを推進します。

「産学民官の協働」

岐阜県自然共生工法研究会
●自然豊かな県土を保全するために、

産学民官が連携して、問題意識を共
有する柔軟な組織

●法人会員183団体 個人会員1,328人

（R1年5月末現在）

分析・評価・
対策・データ

蓄積

モノづくり

⾃然の⽔辺復活プロジェクト

北派川について
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岐⾩県

⽊曽川
北派川

新境川

位置：岐⾩県各務原市地内
⽊曽川の分流で国⼟交通省管理区間

⽊曽川

北派川

⾃然共⽣研究センター 河川環境楽園

きた は せん

河川諸元
河床勾配：1/300
河床材料：代表粒径40㎜
河岸形状：左岸(⼟⽻1:1.0)

右岸(ブロック積み1:0.5)

東海北陸道
川島PA

北派川における取組経緯（その１）
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●「岐⾩県⾃然共⽣⼯法展⽰場」として企業による⼯法の研究の場を提供

⼯法展⽰場 H22整備直前

河床の不規則な低下や局所的な堆積が⽣じ、河川維持が困難

平成１２年 平成２２年



北派川における取組経緯（その２）
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●事例が少なく実河川では取り組みづらい新たな川づくりの⼿法や、現地⽯材
などの⾃然素材を活⽤した⾃然共⽣川づくりを平成２２年に実施

H22整備直後

平成２２年 

岐⾩県の⾃然共⽣川づくりの情報発信

北派川の川づくり⽬標
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住民が憩い安らぎ、自然体験ができる川づくり

～ 岐阜県の自然共生川づくりを情報発信 ～

⼦供が遊び、⼤⼈が安らげる親⽔空間の創出

⾃然な⽔際部、⾃然な河岸部の形成

部分拡幅による河道の変化

直線急流河道での河床安定

直線急流河道での河床安定対策
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第１弾

落差⼯に
求める機能

⾃然⽯組落差⼯ 県下への展開と新たな課題
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⽵原川（下呂⼟⽊事務所） 長良川（郡上土木事務所）
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新たな落差⼯の設置

落差⼯に
求める機能

第２弾
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多段式落差⼯の概要

※下流勾配は模型実験により決定この落差⼯を多段設置するため、「多段式落差⼯」

施設計画・設計条件の設定
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<設計対象流量>
●設計対象流量は、BOX橋梁を流下可能な最大流量

(110m3/s)とした

全断面魚道1/10
(国土交通省施設)

BOX橋梁の底板

限界水深

BOX下流端 BOX上流端

上流側の河床

BOX橋梁の底板 上流側の水面

<施設計画上の総落差高および施設配置>

写真：土木研究所からの情報提供(2014.8.19撮影)

●施設落差高は現況河床勾配（１/1000）、既存施設（護岸高等）状況より1.2mとした

DL=0.00

10.00

既設右岸ブロック
積基礎高

既設右岸ブロック
積天端高

現況河床
(1/1000)

既設石積み帯工
既設石積み落差工

全断面魚道
(1/10)

BOX橋梁

●施設配置（落差工の間隔、一段当たりの落差高等）は一次元不等流解析により決定した
落差工数：２基設置 、 落差：1．2m(0.6m／箇所) 、 落差工の設置間隔：約13ｍ（既設石組み落差と同程度の間隔）

BOX橋梁
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多段式落差⼯の⾻格設計



12

異なる粒径の材料を混ぜるこ
とで大きな材料の隙間に小さな
材料が詰まり、動きにくくなる。

河床変動への追従性、生物環境における空隙の重要性（魚類や底生動物の棲家）等を勘案し、
吸出し防止材を設けない落差工計画とした。

●伏流防止策 (主に中詰材2)

中詰材2
クラッシャーランC0-40と

山砂の複合材料

<中詰材のイメージ>

◎伏流を防止する目的として中詰材1の下には、粒径の小さい材料
を使用した

◎中詰材2はクラッシャーランC0-40と山砂を混ぜて使用し、クロー
ラーで2～3往復転圧することにより遮水効果を高めた

●吸出し防止策 (主に中詰材1)

◎連結自然石から中詰材が流出するのを防ぐ目的として、直下には粒径の大きい材料を
使用した

◎中詰材1は、割栗石(Φ150)とクラッシャーランC0-40を混ぜて使用した

中詰材1
割栗石 φ150と

クラッシャーランC0-40
の複合材料 t=150mm

<断面図>

設計の⼯夫点 中詰材、間詰材<伏流・吸出し対策>
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【端部処理に課題
が残る事例】

<右岸端部平面図>

北派川

＜コンクリートによる間詰事例＞

護岸との隙間に
コンクリートで間詰め
景観に馴染まない

1号
No12+15

2号
No13+8

<断面図(詰石)>

工夫④
コンクリートを使用しない間詰
(φ150～φ200内外)

木工沈床
（護岸基礎保護）

連結自然石
ブロック

既設護岸
ブロック

間伐材
H250程度×t20程度

詰石工
φ150～φ200内外

右岸間詰
詰石

間伐材は上流に
向けて設置する

既設護岸
ブロック

間伐材
H250程度×t20程度

コンクリート
間詰め

工夫④-2
詰石の流出防止のため間伐材の板を設置

幅：
約0.4m～1.2m

設計の⼯夫点 端部処理（右岸）<⽔衝部>
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<左岸端部平面図>

<断面図(多自然型ネット)>上流2号<断面図(詰石)>下流1号

多自然型ネット
（ポリステンネット）

出典：北陵GRC工業HPより

北派川

左岸下流間詰
詰石

左岸上流間詰
多自然型ネット

連結自然石
ブロック

覆土

間伐材
H250程度×t20程度

詰石工(中詰材1と同等)
φ150～φ200内外

連結自然石
ブロック

仕切り材
(多自然型ネット)

中詰材2と同等
クラッシャーランC0-40と

山砂の複合材料

既設護岸
ブロック

既設護岸
ブロック

覆土

左岸上流間詰
多自然型ネット

中詰材2と同等
クラッシャーランC0-40と

山砂の複合材料

中詰材1と同等
割栗石 φ150～200と

クラッシャーランC0-40の複合材料

1号
No12+15

2号
No13+8

幅：
約3m～4m

既設護岸
ブロック

割栗石 φ150～200

クラッシャーランC0-40

山砂

工夫⑤
上流側：詰石をネットでくるみ流出防止
下流側：底生動物への影響を考慮し

ネットを不施工
※上下流で今後の状況を比較する

ネットの網目
サイズ2.5cm

設計の⼯夫点 端部処理（左岸）<⽔裏部側>
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多段式落差⼯の施⼯

上流側のコンクリート根固め
ブロック施工状況

中詰材施工状況

クレーン仕様バックホウ
による施工状況

H26新たなる落差工出来形
（左岸側）

連結自然石ブロック
間詰状況
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H2７整備直後

モニタリング調査
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調 査 項 目 調 査 手 法

物理環境 河道形状①(空撮)調査 ＵＡＶ（ドローン）による空撮

河道形状②(測量)調査 地形測量

河床材料(表層)調査 面格子法による粒度分布測定

水深流速調査 水深＆流速の現地計測

河床空隙調査 目視確認、定点撮影

出水時調査 カメラ等による流況調査、出水後
の状況調査

生物環境 生息魚種調査 目視確認や採捕

植生調査 植物群落確認、植生断面

人の視点 河川景観調査 季節毎に定位置・定アングル撮影

利用状況調査 夏季に定点観測

H26 H30にかけてモニタリング調査を実施

岐⾩県⾃然共⽣⼯法研究会 研究評価部会の助⾔を毎年度受けながら実施
岐⾩県⾃然共⽣⼯法研究会

連携して同じ枠の中で問題意識を
共有し、現場で実践してく
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<ＵＡＶ（ドローン）を用いた空撮状況> ⽔ 深

流 速

<植生図>

<河床材料調査>

モニタリング
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・河床の安定化、構造物の安定が確認された。

沈下

洗堀

袋詰め⽟⽯に
よる補修

・横断⽅向に不均⼀な形状となっており、多様な流況
が形成されている。

護岸と落差⼯の間の端部が流出
河床洗堀が顕著となった。

袋詰め⽟⽯での補修後は澪筋が
河道中央に移動し、安定

H29.7⽉出⽔・不等流計算⽔位より、多段式落差⼯の減勢効果を確認

モニタリング結果（治⽔）

課題
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・ボックス橋梁より望むと、良好な景観を形成している
・流量が少ない時期には落差付近で露出が⽬⽴つ

モニタリング結果（景観）
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モニタリング結果（環境）

回遊性の遊泳⿂（アユやウグイ）・底⽣
⿂（カワヨシノボリ）の遡上を確認。

5年間で33種の⿂を確認
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 「多段式落差⼯ 設計参考資料（案）」を作成
◆他河川への普及にあたって

まとめ

河床の安定が図れ、構造的にも安定。ただし端部処理に課題が残る。

多段式落差⼯を⿂類は遡上している。

⾃然の瀬を思われるような流れになっており、良好な景観を形成している。

⼆次製品を使⽤したことにより施⼯性がよい。

多段式落差⼯は環境⾯・景観⾯に優れ、施⼯性もよい落差⼯である

県内河川での知⾒を蓄積し、さらにブラッシュアップを図る

多段式落差⼯の設計⼿法を過去の類似の構造物の設計⼿法と⽐較しなが
ら、予備的な⽔理実験の結果等とともに取りまとめたもの

岐⾩県の⾃然共⽣川づくりを情報発信

23

H27 川づくり勉強会
（岐⾩⼤学 原⽥准教授による講義）

R1 環境DNAによる⿂類調査の試⾏

これまでのモニタリング調査結果を活⽤した
新技術の普及活動

R１.10.8 iRIC講習会（講師：⼟⽊研究所⾃然共⽣研究センター）

講習会で作成した河床変動量

モニタリング調査結果（H27⽔深分布）

iRICによる⽔深分布

kaneko-y
長方形


